	 
	赤報隊台本
	
	

	ナレ


相楽


相楽


相楽

ナレ
	時は慶応四年、維新の嵐はやむことなく、幕府と新政府という二大勢力の衝
突を余儀なくしておりました。

もうその辺で観念したらどうだ？武士なら武士らしく、その腰の物を抜け！


我こそは赤報隊総裁、相楽総三、未だ新政府に逆らう反逆者どもよ、天に変
わって成敗する！

天誅！

この方が赤報隊の総裁、相楽総三です。京都の町で赤報隊を結成し、官軍の
先鋒として、村々の説得に当たる役目を担っておりました。
	

舞台脇より三名が走って
きて相楽が追いつく
三人刀を抜く


相楽が二人斬り捨てる
最後の一人になったとき
に構えたとき、電気が消
えて雷鳴とともに天誅
	
中幕
後ろで新政府審議会の
大道具を役者が出す。

	西郷

桂

大久保

板垣




伊藤
	先ほど、赤報隊総裁の相楽より、この年貢半減の建白書を預かってきた

年貢半減？それは、新政府の税収見込みでは到底不可能ですな

しかし、年貢半減を布告すれば、戦況は一気に我らの方へと傾きますぞ

ならば、いっそのこと、年貢半減令を赤報隊にだけ布告許可し、頃合いを見
て撤回、赤報隊を偽官軍とし、諸藩に攻めさせる、さすれば、農民の抵抗も
無く、我々に与したいが、好機に恵まれなかった藩を味方にすることもでき
る。

それはいいですね、彼らには捨てゴマとして働いてもらいましょう。歴史の
変わるこの偉大なる戦争の先鋒をつとめれるのですから、はははは。
	










伊藤笑いながら
	

	大木

相楽


相楽

丸山


金原


隊士達
	お、相楽隊長が帰ってこられたぞ！

皆の者！良く聞け


我々の隊の名前は赤報隊！偽り無き心をもって国に報いるという意味だ！

相楽隊長！朗報です！
年貢半減の建白が、受け入れられました！

この先には隊士に故郷も多い、皆によい手みやげを作ってやることができた
な！

おお！やりましたな！
	相楽登場
全員立つ

相楽は懐から一巻きの巻
物を取り出す

隊士ら顔を見合わせて喜
ぶ
隊士ら再び喜ぶ
	菅昌、田中ぃ・机
鷹取、花畑・障子
　　↓
広い方の裾へ出る

	
	
	
	

	
	がんばりましょうぞ！
よし、今夜は宴会だああ！
	相楽、桜井、西村のこし
て出ていく
	

	相楽

西村




西村

相楽


桜井

西村

桜井

相楽
	どうした、西村？何故そんな暗い顔をする？

いえ、隊長、何故、新政府は我々にだけ布告の許可をするのですか・・大々
的に日本全国へおふれを出せば、一気に戦況は我らに傾くでしょう、なのに
何故？


何かしらの策謀・・ではないかと思います。

しかし、西郷殿に限って我々を陥れる事はあるまい、あまり深く考えるな、
我々は声高らかに年貢半減を叫べばいい

西村隊士は、いつもそうやって考えすぎる。悪い癖だな。

ふん・・お主ももう少し、考えて生きてみてはどうだ？

なに！どういう意味だ！

やめんか・・二人とも、ほら行くぞ、桜井。
	




相楽は一瞬はっとした西
村は続ける









突っかかる桜井を相楽が
押さえ
相楽桜井を連れて出てい
く。西村考えながら出て
いく
	菅昌狭い方へ移動

松本庭石を中幕のうし
ろにセット

	
源

相楽

日野

金原

大木

相楽

相楽




隊士

相楽
	
相楽殿、蘭楓隊の赤報隊への編入、ありがたく思います

我々と共に力を合わせ、共に先頭にたち、新しい日本を切り開きましょうぞ！

私は、あんまり強くないんだけどね・・

問題はありませぬ、戦時も拙者の横に付いておれば、守り抜いてみせますぞ！

おい、もうすぐ出発だ、お前が責任を持って呼び戻してこい

さて・・皆の者、集まれ！

よし、皆の者、これから先は戦場であり、また、隊士の故郷でもある。我々赤報
隊は官軍の先鋒として、恥ずかしくない行動をとり、行く行く村々で、決して略
奪などをせぬ事・・。我々は今、新しい日本を作っている・・その事を肝に銘じ
よ。

は！

よし、それでは、赤報隊出陣！
	蘭楓隊歩いてくる。

相楽は大きく頷くと





日野冷やかされて顔を押
さえて出ていく
金原後を追う

その他の隊士集まる








相楽刀抜く
	

	
	
	
	

	隊士
	おー！（一斉に）
	手を振り上げる。
全員舞台から出ていきな
がら暗転
	

	関口

村娘

雪子

日野

相楽


雪子


関口



雪子

雪子


相楽

大木

関口
	あ・・・すみません、この村の責任者をよんでもらえませんか？

あ、はい、雪子さま！

何用だ！

ご心配召されますな、我々は官軍、略奪などは致しませぬ。

ここに書いてあるとおり、年貢半減を布告しに参ったのです。どうか、これ
よりは我々への協力をお願いしたい。

わかりもうした、そなたの目を見れば、それが真実かどうかわかる、今より
我々は新政府の支配下に入ろう・・・・

１つだけお願いがあるのですが、我々は軍資金と食糧を支給されておりませ
ぬ。村の経営に差し支えない程度に献上していただければ、ありがたいので
すが。

よし、それなら・・・そなたら赤報隊に、我が蓄えのすべてを預けよう。

一農民の財産ではこれ程のものだが・・、この金は、そなたらに預けよう・
・また、米は本陣の方へ届けさせよう。

大木！

雪子殿、感謝する。

それではこれにて失礼つかまつる。かならずや、この日本を変えて見せます！
	


雪子様登場


相楽紙を取り出す











赤報隊顔を見合わせて喜
ぶ
村娘袋を持ってくる


大木前に出て袋を持つ
	宝、浅田、高橋背景を
もつ。
松本庭石を片づける

	ナレ




源

桜井


相楽


源
	この後、赤報隊は行く行く村々を説き伏せ、順調に下諏訪の地に至りました。
しかし、ここに来て、赤報隊が略奪を行っているという悪い噂が流れ、近隣
の村々に広がっておりました。相楽らの必死の説得により、その噂も消えて
しまいそうに見えたその矢先。

さて、この後・・一体どのように隊を進めましょうか・・。

隊長！北信州はこの桜井をはじめとする、多くの隊士の生まれ故郷です。そ
の者達で北信州の別働隊を作りたく存じます。

よし、それでは桜井、急ぎ別働隊を編成せよ、源殿、桜井と共に北信州へ出
向いてくれ

承りました。
	





皆頷く


桜井と源が姿勢を正す



使者が入ってくる
	保科、吉岡、川北、石
倉、幕を持つ

石倉・辻、洞ヶ瀬机を
運ぶ

	
	
	
	

	者

衣笠


西村

和元


相楽

香村

相楽


幹部ら
	新政府よりの伝令だ。

なになに・・赤報隊の悪評、聞くに耐えず、直ちに隊を解散し、帰還せよ。
西郷

さ、西郷だと・・

・・・これはゆゆしきこと、隊長、ただちに京へ上り、釈明を致すべきでし
ょう

丸山、香村、京都へ上るともを頼む。

は！直ちに準備して参ります。

西村、今後の隊の指揮を執ってくれ、桜井は先ほどの北信州別働隊の結成を
急いでくれ。それでは、幹部一同力を合わせ、隊の失態無きよう

はは！
	使者えらそうに
衣笠に手渡す
悪評でざわめいて、西郷
にもざわめく


両台詞のテンポを速く
みんな頷く


丸山、香村姿勢を正す

舞台裾から出ていく




相楽も狭い方の裾へと
	

	ナレ


西郷

相楽


板垣

香村


板垣


丸山


西郷

板垣



相楽

丸山
	相楽は丸山、香村を供に京都へと引き返し、釈明をするため西郷に会見しま
した。

相楽殿、このたびの失態、さすがに助力はできませんなぁ・・。

しかし、我々は・・・行く行く村々を説き伏せ、差し支えない程度に金穀を
献上してもらい、新政府の指示どおりにやって参りました。

現に噂は流れておるぞ・・火のないところに煙は立たぬのではないか？

しかし、あの噂は根も葉もないもの、むしろ、誰かによって故意に流された
物ではないかと思います。

相楽殿、それが著しく我々の威信を傷つけていることぐらい、君たちにもわ
かるだろう。困るのだよ・・それでは・・

さればこそ、我々は、態度でもって噂をかき消しております。じきに噂は消
えましょう。

もはやこれまで・・これ以上は何を言っても無駄なようだ、行くぞ板垣

そうですな、西郷殿・・・

二人はそのまま相楽らに背を見せて歩いていく

まってくだされ！西郷殿！話を・・我々の話を聞いてくだされ・・

隊長・・我々はこれからどうすれば・・
	


相楽の肩を叩く






板垣タバコ





西郷は首を横に振って








西郷、板垣舞台から出る。
丸山、香村悔しそうにす
る
	中幕の後ろはそのまま
置いておく。
幕を持つ人が川北から
高橋へと交代

	
	
	
	

	香村

相楽


丸山


香村

相楽

西郷

板垣


西郷

板垣


板垣
	命令に従い、帰還するのですか？

いや、こんな時だからこそ、北信州平定などで手柄を立て、そして、再度釈
明を致そう

隊長、俺は、どうも西郷達の動きが気になります・・しばらく京都に残り、
調査をしてみたいと思います。

そうですね、京都の様子を探るのも悪くはないかと

正義は我々にある！なのに、何故？

相楽は京都へ帰還する気はないようだな・・こちらの思うつぼだ

さて、それでは今晩にでも年貢半減令の撤回を審議いたしますか。まあ、審
議にかけるまでもないがな、ははは。

もうすぐだ！もうすぐで信州が我々の支配下に組み込まれるぞ！

ふふふ、そうすれば、赤報隊には年貢半減令の幻想と共に消えてもらわねば
な。

奴らに恨みはないが、新時代のために死んでもらう！かああっかかかかか。
	

丸山、香村頷く





相楽が頷くと二人でてい
く
相楽剣を抜く。
相楽でていく。板垣、西
郷戻ってくる。









板垣鉄砲
	

	桜井


相楽


西村

大木

金原


日野

沖之島


相楽


丸山
	隊長！我々別働隊はいつ戦争に巻き込まれてもおかしくない状況です。直ち
に援軍を！

では・・西村、大木、金原、日野を中心に援軍を編成し、ただちに出立させ
よう。西村、援軍の編成は任せる。

はは！ただちに準備を致します。ささ、皆様も、行きましょう！

戦でこそこの大木の力が大いに発揮されるとき！

大木殿ばかりには良い格好はさせませぬぞ！我が北辰一刀流にて、大木殿に
も勝とも劣らぬ活躍をして見せましょう。

ええ・・でも・・戦争おこって欲しくないな・・私、弱いから。

では、金原隊士に守ってもらえば良いではないか、はははは。


まったく、一触即発のこの時にのんきな奴らだ・・。


隊長、大変です・・・・・年貢半減令が・・・、て、撤回されました。
	相楽頷く


呼ばれた隊士一歩前か姿
勢を正す。最後西村頷く





最後にみんなでおお！と
いう



関口も一緒に言う。みん
なで冷やかす。日野出て
いく、金原追う。皆笑う
桜井、西村、大木も出て
いく。
丸山はいってくる
みんなざわめく
	

	
	
	
	

	相楽

関口


海風

相楽


四名

竹貫


相楽

香村

関口

相楽

関口

和元

相楽
	何という裏切り・・・！西郷殿は一体どういうおつもりなのだ！

それよりも・・桜井隊の方が大変です・・今も年貢半減を掲げての進軍のは
ず・・・

早々に桜井隊に年貢半減令撤回を伝えねば・・

そうだな・・それでは、丸山、海風、衣笠、沖之島の四名は直ちに桜井隊へ
と出立し、この事を伝え、そのまま桜井隊にとどまれ

はは！直ちに参ります！

では、丸山殿の代わりに俺が京都の様子をうかがってきます。まだ・・まだ
何かが起こるような気がするんです。

香村を連れていき、共に京都の様子を探ってくれ・・。

は！それでは参りましょう！

どうしたんですか？

大丈夫だ・・う・・・・こほおこほっこほ・・うぐああ

血！隊長、血を吐いてるじゃないですか。

隊長、ここで静養していてください。

く、くそお・・・ぐはああああ
	






呼ばれた隊士一歩前か姿
勢を正す


竹貫が前へでて
相楽はうなずくと




香村、竹貫が出ていく
ふらっと相楽がよれる
関口近寄る
	

	ナレ


西村


桜井



西村

桜井


衣笠
	別働隊は、年貢半減令撤回、そして、赤報隊が偽官軍にされたことに、大き
く揺れました。

我々は官軍ではなくなったのだぞ？謹慎せねば、我々は本格的に偽官軍とし
て追討されてしまうのだぞ。

だからこそだ、だからこそ、我々はここで手柄を立てて、汚名を晴らさねば
ならんのだ。勝てば官軍だ、俺達はここで赤報隊の不名誉を晴らさねばなら
ん。西村隊士は一体いつからそんな逃げ腰な発言をなさるようになったのだ？

な、なんだと！主、このことがどれだけ大変なことかわかってるのか？

ああ、わかっている。だが、ここは俺達の生まれ故郷だ、説き伏せれば、き
っとわかってくれる！赤報隊の不名誉は、俺達が晴らしてみせる！

お二人とも、おやめなさい。ここで喧嘩をしてどうなるというのです。
	







桜井立ち上がる。隊士ら
ざわめく。
西村立ち上がって胸ぐら
をつかむ、丸山、海風が
止めに行く、失敗。
一斉に止めに行く

両方とも手を離す。
	幕なおす
洞ヶ瀬、辻机直す
吉田、田中ま障子出す

	
	
	
	

	桜井


西村


西村


海風

沖之島


西村


大木

金原

西村

大木

海風


衣笠


西村
	俺は、俺は赤報隊の威信にかけて、この北信州を平定する。ついてきたい者
だけついて来い！

わかった、では、そなたらの好きにするが良い。我ら援護の者はここにとど
まろう。

ああ・・・隊長、すみません、俺は、あなたがまとめ上げてきたこの赤報隊
の一枚岩の信頼関係に亀裂を入れてしまいました・・。

あの煙は？

大変です、北信濃方面を説得中の隊が諸藩の攻撃を受け、壊滅しました。こ
の宿も遠巻きに包囲されています。

な、なんということだ・・隊長もいないのに・・・戦争がはじまってしまう
のか・・・・・・ああ！桜井隊が危ない！

全員、戦の準備をせよ、西村隊士、指揮はお任せする

日野隊士、俺の側から決して離れないで

全員、準備は良いか？

おうよ！敵が何人いようと、この俺がぶった斬ってやる！

我ら二人は、宿の方々を安全なところまで届けた後、このことを相楽隊長に
お伝えしに行く、どうか・・・皆々様、ご無事で

本来ならば皆と共に戦いたいところだが・・、この役目も重要と心得ている
・・我々の分もしっかりと戦ってきてくれ！

いくぞ！
	

桜井と源出ていく


全員落ち込む


全員煙の方向を見る。
沖之島が駆け込んでくる
壊滅にざわめく


戦争に反応して、桜井隊
士でざわめく

座っていた人は立つ

日野隊士は頷く




海風と衣笠は一歩出て



皆頷く、海風衣笠礼をし
て出ていく

他の隊士も出ていく
	

	殺陣

沖之島


桜井

西村

桜井


西村
	
よし、いくぞ、突撃だ！


うおおお！斬っても斬ってもでてきやがる・・さすがにまずいか・・

桜井隊士！無事か！

おお！こんなところでくたばってたまるか！・・・しかし、馬鹿だな！お主
らだけでも山に紛れて逃げれば良かったのに。

ああ、ばかだ！確かに馬鹿だ！ただ、ただこの一言をいうために来たんだか
らな！
	
全員突撃する・・和元大
木が舞台の上で暴れる

桜井登場

桜井を助ける

背中合わせになる

周りの殺陣は対峙して止
まる
	洞ヶ瀬、辻、障子なお
す

	
	
	
	

	西村

桜井


丸山

桜井

桜井


西村

桜井

桜井

日野

金原

大木

金原




大木

大木

金原

大木

隊士

沖之島

日野

源

源
	すまなかった、桜井隊士！

俺もだよ、俺もお主の言うことを無視したことをずっと後悔していた！済ま
なかった

くそ、らちがあかんな

みんな、聞いてくれ・・俺に一策がある。

俺が、合図をしたら、山に向かって血路を開け、そして、西村隊士、隊長に
桜井は最後まで赤報隊の誇りを持ち続けたと伝えてくれ。

え・・桜井隊士、何をする気だ？

今だ、行け！

我こそは、赤報隊総裁、相楽総三なり！腕の覚えのある者はかかってこい！

桜井隊士！

あぶない！

赤報隊は俺が守る！

無事で良かった・・泣かないで、あなたは笑っている方がいい、さあ、もう
一度、もう一度笑顔をみせてくだされ・・ぐ・。



金原隊士・・

介錯を

相楽隊長、剣の時代は終わりましたぞ・・

ご免

金原隊士！

止めなされ

おはなしください・・私は、もう生きていとうございません

いい加減になさい、辛いのがあなただけだと思ってるの？

あなたの命は、あなたが消せるほど軽い物じゃないのよ。
	

回り動き出す



桜井が一歩前に出て





間髪入れずに


殺られる
それをみた日野が走り寄
る
金原が鉄砲に気付いてか
ばう。銃声に気付いて隊
士ら全員戻る大木が敵を
撃退する。
金原の回りに皆が集ま
り、日野と金原を向かい
合わせに座らせる
日野の顔を触ろうとした
金原隊士が倒れたところ
で全員近寄ろうとする
金原首を横に振る

みな金原の回周りから遠
ざかる、和元日野を引き
離す。


隊士ら駆け寄る、日野残
る。大木へこむ、西村慰
める
首を斬ろうしている日野
を止める。
源が立ち上がり、近づい
て頬を思っ思っきり叩く
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	兵

丸山

兵


西村



兵

将

源

将

和元


源

相楽

海風



源


相楽



相楽
	赤報隊の方々ですね？

いかにも・・・

ここは一旦、刀を納め、我々に投降してくだされ。新政府よりの沙汰あるま
では、一切の手出しはいたしませぬ。

たしかに、我々とて既に戦える状態ではない・・・我々に同情してくださっ
ている岩村田藩の方々と剣を交えたいともおもわんしな。どうだろう、ここ
は一旦、この方々に身を預けてみては？

では参りましょうか

女子軍の方には・・本陣へ戻っていただく

何故ですか？我らとて赤報隊の一員、特別視はしないで頂きたい。

これを幸いと思え・・本隊へ連絡をいれる者も必要なのだ・・

我々を封建解放の蘭楓隊を知ってのことか・・、しからば、ここで一戦交え
ようぞ！

おのれ、女を斬る剣は持たぬと言うのか・・

別働隊は・・一体どうなったんだ？

我らが本拠地追分宿に小諸藩が攻めて参りました。我ら二名は宿の者を安全な
土地まで送り、こちらへ戻って参りました。


戦った者達は・・私と、日野と、和元を除いて・・そう蘭楓隊を除いてすべ
て捕縛されました・・・相楽隊長・・我々は・・・赤報隊の一員ですよね？

ああ、当然だ。これからの世は、男も女も、武士も農民も関係ない・・・そ
んな時代を共に作ろうと誓ったではないか！さあ、涙を拭いて、これから頑
張ればよいではありませぬか！

俺は・・・俺は一体、隊士達に何をしてやれたと言うんだ・・・多くの者は
傷つき、また、多くの者は心に傷を負った・・俺は、俺は・・・
	全員構える








全員刀を下ろし、頷く

男出ていく、蘭楓隊の前
に将が立つ
蘭楓隊動揺する





和元前へ出て剣を抜きな
がら言う
将は何もいわず振り向く
源座りこんでスポット開
始。暗闇で相楽が喋り出
す。



ここらでスポットから全
体の照明へ移行

相楽に詰め寄る


源を海風がつれていく。
相楽以外みんな出ていく
相楽床を殴る
	

	竹貫

竹貫


日野
	隊長・・・新政府よりの伝令を預かって参りました。

赤報隊を解散し、相楽は新政府軍へと出頭せよ、さもなくば、本陣を取り囲
み、１人残らず殲滅あるのみ・・・と・・・。

隊長、もう勘弁なりません。我々残った隊士で力を合わせ、最後の抵抗を致
しましょう！
	相楽頷く

隊士らざわめく
	保科、吉岡、石倉、中
井幕を持つ
吉田、田中ま、机を持
っていく

	
	
	
	

	和元

相楽

相楽

衣笠

相楽




相楽



相楽
	その通り、我々の信念を、悔しさを、すべてぶつけ、潔く散りましょうゾ！

皆の者、良く聞け・・・。これが俺の最後の言葉と心得よ

俺は今より、竹貫をつれて、新政府軍へと投降する。

お考え直しを・・、我々の信念を・・貫き通しましょう！

ならん・・・。もし、ここで、俺や、捕らえられた幹部達だけの犠牲で済む
のなら、それでいい。希望は１つではない。生き残ったお主らは・・、また、
その希望を実現するために立ち上がればいい。その希望をもって、生き抜い
てくれればいい！

俺はもう悔いはない。俺が死のうとも、赤報隊が無くなろうとも、志を継い
でくれるこんなにも多くの仲間が居る。お主らは、お主らのやり方でその夢
を実現させるのだ！

行こうか・・竹貫・・。さらばだ！同志達よ！
	全員騒ぎ出す。相楽はそ
れを聴きながら前へ出
る。
隊士達が静かになる
隊士達はざわめく






隊士達はうつむき、泣き
出す。



相楽上を向き、涙声で出
ていく。竹貫続く。隊士
ら泣き崩れる。
	

	板垣


和元

大木

大木

竹貫

丸山

西村


源


板垣

源


和元
	これより、偽の伝令をばらまき、民心を攪乱させた赤報隊なる偽官軍の隊長、
相楽以下、幹部三名の処刑を行う。

なんという理不尽な・・おのれ・・・板垣・・。

隊長！

先に行きます。また、あの世でも隊長をお守りいたしましょう

隊長と過ごしたこの数ヶ月、楽しうございましたぞ！

もっと、もっと皆と共に戦いたかった・・

今行くぞ、桜井隊士！我が生涯最高の友よ！


相楽どの、あなたにあえて、本当によかった。例え、新政府によって否定さ
れようとも、正義は我々赤報隊にあると信じています。

あいつを黙らせろ

赤報隊として、最後を迎えれないことは残念だ・・しかし、我が誇りは赤報
隊とともにあり！

千鶴様ぁ・・・
	




ここから先４人分の処刑
は名前を呼びつつ・・
で、それぞれの前に板垣
の「○○前へ」がはいる。
首切り役人は「ご免」っ
ていうて斬る。後へ行け
ば行く涙混じりになるよ
うにねー。






番兵引き剥がす

我が誇りはあたりで剣を
抜いて自害する。蘭楓隊
は周りへ集まる。
	幕机同じ人下げる
洞ヶ瀬、高橋幕
駒井、合田、甲山柵

	
	
	
	

	西郷

相楽




西郷


板垣

西郷




ナレ




ナレ１




	相楽よ・・歴史に、犠牲は付き物なのだ・・これも運命と思って諦めてくれ

そう、歴史に犠牲は付き物だ！今は我々だ・・しかし、今度は貴殿かも知れ
ない・・。我々は赤心をもって国に報いた。もはや悔いはない。そして、我
々はもう、この手で新しい日本を作ることは出来ない・・貴殿らに、我らの
作ろうとした、新しい日本以上の日本を作り出すことが出来るか？

では、この西郷が、一生を賭して、貴殿らの言う新しい日本を作って見せよ
う・・・。

西郷殿、何をしておられる！

たあー！




これが語られる事の無かった悲しい物語です。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終わり
彼らの死は、歴史の中の小さな出来事かもしれません。しかし、その積み重
ねが歴史を作るのでしょう。長い時を越え、生き続けた彼らの思いは、今の
世に彼らの作ろうとした新しい日本を見ることができたでしょうか？


	






西郷は刀を首切り役人か
らとると腕を振るわしな
がら斬ろうとする

真っ暗になる。木刀のカ
ランという音のあと、相
楽のしたいがスポットで
映し出される

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	




